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２０２4年 9月 1日（日） 

聖書箇所：エレミヤ書 35章 1～19節（旧約 P1359、エレミヤ書講解説教 65回目） 

タイトル：「レカブ人から学ぶ」 

きょうは、エレミヤ 35章から、「レカブ人から学ぶ」というタイトルでお話します。レカブ人と

はモーセのしゅうとイテロの子孫でミディアンの地に住んでいた遊牧民族ケニ人の子孫と考え

られています。彼らは、イスラエル人がモーセによってエジプトから救い出され時、イスラエル

民族に加わり、エルサレム近郊に定住しました。そのケニ人の話がここに出てくるのです。なぜ

でしょうか?レカブ人の模範的な態度を取り挙げることによってユダの民の罪を指摘するため

です。良い手本を挙げて過ちを指摘するのは効果的です。その良い手本とはどのようなもので

しょうか。それはどこまでも妥協しない忠実な生き方です。彼らは異邦人でありながら、先祖レ

カブが自分たちの命じたことばに従って誠実さを貫きました。その忠実な態度がここで主に称

賛されているのです。それに対してイスラエルはそうではありませんでした。彼らは先祖の言葉

どころじゃない、最も大切な方である神の言葉に聞き従おうとしませんでした。 

 それはユダの民だけのことではありません。それは私たちにも言えることです。私たちは主イ

エスによって罪から救い出され神の民となったにも関わらず、あまりにも簡単に神への忠実さ

を忘れて、自分の思いを優先させてしまっていることはないでしょうか。レカブ人たちは確か

に狭いところはありますが、彼らのように譲れないところは譲れないと、天地創造の神への信

仰をしっかり表明し、その信仰の現れとして、日々御言葉に従って生きる誠実さが求められて

いるのです。しっかりと神の御言葉に聞き従う者となるために、レカブ人の誠実な生き方から

学びたいと思います。 

Ⅰ．レカブ人から学ぶ(1-11) 

まず 1～11節をご覧ください。「1 ユダの王、ヨシヤの子エホヤキムの時代に、【主】からエレ

ミヤに次のようなことばがあった。2 「レカブ人の家に行って彼らに語り、【主】の宮の一室に

連れて来て、彼らに酒を飲ませよ。」3 そこで私は、ハバツィンヤの子エレミヤの子であるヤア
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ザンヤと、その兄弟とすべての息子たち、レカブ人の全家を率いて、4 【主】の宮にある、イグ

ダルヤの子、神の人ハナンの子らの部屋に連れて来た。それは首長たちの部屋の隣にあり、入

り口を守る者、シャルムの子マアセヤの部屋の上であった。5 私は、レカブ人の家の子らの前

に、ぶどう酒を満たした壺と杯を出して、「酒を飲みなさい」と言った。6 すると彼らは言った。

「私たちはぶどう酒を飲みません。というのは、私たちの先祖レカブの子ヨナダブが私たちに

命じて、『あなたがたも、あなたがたの子らも、永久にぶどう酒を飲んではならない。7 あなた

がたは家を建てたり、種を蒔いたり、ぶどう畑を作ったり、また所有したりしてはならない。あ

なたがたが寄留している地の面に末長く生きるために、一生、天幕に住め』と言ったからです。

8 私たちは、私たちの先祖レカブの子ヨナダブが私たちに命じたすべての命令に聞き従って

きました。私たちも、妻も、息子、娘たちも、一生ぶどう酒を飲まず、9 住む家も建てず、ぶど

う畑も、畑も、種も持たず、10 天幕に住んできました。私たちは、すべて先祖ヨナダブが私た

ちに命じたとおりに、従い行ってきました。11 しかし、バビロンの王ネブカドネツァルがこの

地に攻め上ったとき、私たちは『さあ、カルデアの軍勢とアラムの軍勢を避けてエルサレムに行

こう』と言って、エルサレムに住んだのです。」 

1 節に「ユダの王、エホヤキムの時代に」とあります。前回の 34 章はユダの王ゼデキヤの時

代のことでしたから、さらにそれ以前の話となります。ちなみに、ユダの王はゼデキヤの前がエ

ホヤキン(エコンヤ)、その前がエホヤキムです。ここではそのエホヤキムの時代のことが取り上

げられているのです。年代的には、紀元前597年の第二次バビロン捕囚の少し前になります。

その時代に、主からエレミヤに次のようなことばがありました。 

「レカブ人の家に行って彼らに語り、【主】の宮の一室に連れて来て、彼らに酒を飲ませよ。」 

レカブ人とは、先程お話したようにそのルーツはモーセのしゅうとイテロで、もともとミディ

アンの地に住んでいた民族ですが、イスラエルがエジプトを出た時、彼らと一緒にカナンに来て

そこに定住しました。そのレカブ人の家に行って彼らに語り、主の宮の一室に連れて来て、彼ら

に酒を飲ませよというのです。不思議な命令です。何か祝い事でもあったのでしょうか。そうで
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はありません。レカブ人たちの忠実さを試そうとしたのです。レカブ人はぶどう酒を飲みませ

ん。それは 6 節にあるように、先祖ヨナタブが「あなたがたも、あなたがたの子らも、永久にぶ

どう酒を飲んではならない。」と命じていたからです。それはこの時から約 200 年も前のこと

です。ヨナタブが命じたのは実はそれだけではありませんでした。7 節にあるように、家を建て

たり、種を蒔いたり、ぶどう畑を作ったり、所有したりしてはいけないということも命じていま

した。いったいなぜ彼はこんなことを命じたのでしょうか。それは当時の北王国イスラエルでは

バアル礼拝が盛んに行われていたからです。そしてその原因は都市型の生活を送っているか

らだと考えたのです。都市型の生活をしていると世俗化し、偶像礼拝に陥りやすいと感じた彼

は、自分の子孫たちがそうならないために、この誓いを守り通すようにと命じたのです。その

一つのことがぶどう酒を飲んではならないということだったのです。それなのに主はそのレカ

ブ人の家に行って、彼らに酒を飲ませよと言われました。なぜでしょうか。それは彼らの忠実さ

を試すためでした。彼らが先祖ヨナタブの命令にいかに忠実であるかをイスラエルに示すため

だったのです。忠実さはイスラエルの民が最も必要としていたことでした。サタンは、罪を犯さ

せるために私たちを誘惑しますが、しかし神は、私たちの信仰を成長させるために私たちを試

されます。エレミヤの勧めに対して、レカブ人はどのように応答したでしょうか。6～7 節をご

覧ください。 

「6 すると彼らは言った。「私たちはぶどう酒を飲みません。というのは、私たちの先祖レカ

ブの子ヨナダブが私たちに命じて、『あなたがたも、あなたがたの子らも、永久にぶどう酒を飲

んではならない。7 あなたがたは家を建てたり、種を蒔いたり、ぶどう畑を作ったり、また所

有したりしてはならない。あなたがたが寄留している地の面に末長く生きるために、一生、天

幕に住め』と言ったからです。」 

レカブ人たちはすぐにエレミヤのことばを拒絶しました。彼らの先祖ヨナタブの命令に背く

ことなどは、彼らには考えられないことだったからです。続いて彼らはこう言いました。8～10

節です。 
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「8 私たちは、私たちの先祖レカブの子ヨナダブが私たちに命じたすべての命令に聞き従っ

てきました。私たちも、妻も、息子、娘たちも、一生ぶどう酒を飲まず、9 住む家も建てず、ぶ

どう畑も、畑も、種も持たず、10 天幕に住んできました。私たちは、すべて先祖ヨナダブが私

たちに命じたとおりに、従い行ってきました。」 

彼らは先祖ヨナタブが命じたすべての命令に聞き従ってきました。この時点ですでに 200

年も経過していました。それでも彼らはずっと先祖ヨナタブの命令を守り、そういう生活を続

けてきたのです。聖書には禁酒禁煙も天幕生活も命じられていません。勿論、あなたがたのか

らだは神から受けた聖霊の宮であり、その自分のからだをもって神の栄光を現わしなさい(Ⅰ

コリント 6:19-20)という御言葉に照らし合わせて考えると、お酒やたばこは避けた方が鶏鳴

なのは確かです。でもそれはお酒やたばこに限らず、からだに悪影響を及ぼすすべてのことに

言えることでしょう。しかし、彼らがそうした生活を貫き通したのはそうした理由からではなく、

自分たちの弱さや不安定さのゆえに、他民族に隷属しない生き方をするためにはこの戒めを

守ることが必要だと判断したからです。 

「朱に染まれば赤くなる」という言葉がありますが、それは人との出会いや付き合いがそれ

だけ重要だという意味です。モーセの子孫であるレカブ人は、カナンでの生活と宗教に反対し、

ぶどう酒も飲まず、天幕生活を続けました。彼らは世俗から離れて暮らすことによって、物質

的な豊かさよりも、先祖との霊的交わりを重視したのです。 

聖書の中には、彼らと同じように世俗を離れ、荒野で暮らし、主との濃密な霊的交わりを保

とうとした人たちがいます。たとえば、バプテスマのヨハネはその一人でしょう。彼は荒野で叫

ぶ声となって、主が来られるために人々の心を備えました。彼はらくだの毛の衣をまとい、腰

には革の帯を締め、その食べ物はいなごと野蜜でした。 

旧約聖書に出てくる「サムソン」もそうです。彼はナジル人といって神から特別な使命が与え

られて生まれてきた者として、ぶどう酒は飲んではならない、汚れたものには触れてはならな

い、頭にかみそりをあててはならないという決まりがありました。残念ながら彼はそれをいと
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も簡単に破ってしまいましたが・・。 

現代ではカトリックの修道院などはその一つです。彼らは世俗から離れてただひたすら祈り

とみことばに励んでいます。 

しかし、レカブ人たちは先祖ヨナタブが自分たちの祝福のためにはこれを守らなければなら

ないということをずっと守り通してきたのです。彼らは何から何まで融通のきかない人たちだ

ったわけではありません。11 節には、彼らがエルサレムに定住するようになったいきさつが記

されてありますが、それはバビロンの王ネブカドネツァルが北イスラエルを支配していたアッシ

リアを攻め上って来たのでそれを避けるためでした。それまで彼らは北王国イスラエルを転々

としていましたが、その危険から身を避けるためには先祖レカブの命令から外れても安全に住

むことができるエルサレムに定住したのです。つまり、彼らは定住してはならないというレカブ

の命令に固執しなかったということです。しかし、生き方については拘りを見せました。たとえ、

主の宮に招かれ、神の人である預言者エレミヤから酒を飲むようにと勧められても、それを拒

否しました。それを 200 年も 250年も続けて来たのです。確かにレカブ人の考え方はセクト

的で狭いと思われるかもしれません。彼らは世俗の文化を拒否し、禁欲し、神の言葉よりも教

祖の言葉を重んじます。しかし彼らのそうした揺るがぬ信仰とその純粋性には学ぶべきものが

あるのではないでしょうか。 

みなさんは、アーミッシュをご存じでしょうか。アーミッシュは、16 世紀のオランダ、スイスの

アナバプティスト（再洗礼派）の流れをくむプロテスタントの一派ですが、彼らは基本的には、農

耕・牧畜を行って、自給自足で生活しています。自分たちの信仰生活に反すると判断した新し

い技術や、製品、考え方は拒否します。この現代において、自動車を使わず馬車に乗っている

のですよ。電気は引いていません。もちろん、テレビ、パソコン、家電などは使いません。風車・

水車の蓄電池を使ったり、ガスでうっすら明かりをつけたり、調理したりしています。中には、

それすら使わない人たちもいるそうです。収入は、キルトや蜂蜜の販売、一部の地域では、レス

トランや馬車での観光を行って得ています。現在、北アメリカに約 38 万人、世界に約 85 万
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6000人いるといわれていると言われています。 

アーミッシュには、神との霊的交わりを保つために、『オルドゥヌング』という戒律があります。

それは以下のようなものです。 

・交通手段は馬車を用いる。屋根付きの馬車は大人にならないと使えない。 

・ アーミッシュの家庭においては、家族のいずれかがアーミッシュから離脱した場合、たとえ親

兄弟の仲でも絶縁され、互いの交流が疎遠になる。 

・怒ってはいけない。喧嘩をしてはいけない。 

・読書をしてはいけない（聖書と、聖書を学ぶための参考書のみ許可される）。 

・讃美歌以外の音楽を聴いてはいけない。 

・避雷針を立ててはいけない（雷は神の怒りであり、それを避けることは神への反抗と見なさ

れるため）。 

・義務教育（8 年間）以上の高等教育を受けてはいけない。それ以上の教育を受けると知識が

先行し、謙虚さを失い、神への感謝を失うからだとされる。 

・化粧をしてはいけない。派手な服を着てはいけない。（決められた服装がある） 

・保険に加入してはいけない（予定説に反するから）。 

などなど。他にもたくさんの戒律がありますが、原則として、快楽を感じることは禁止され

ています。このような戒律を破った場合、懺悔
ざ ん げ

や奉仕活動の対象となります。改善が見られな

い場合はアーミッシュを追放され、家族から絶縁されることもあるそうです。 

ここまでいくとどうかなぁと思いますし、私たちは彼らのような狭い考え方に倣わなければ

ならないということはありませんが、彼らの愚直なまでの誠実さには学ぶべきものがあるので

はなでしょうか。私たちは神に選ばれて救われ、神の民とされた者として、どれだけ神の言葉

に忠実に生きているでしょうか。人から何かを勧められた時、それをみことばと照らし合わせ

て、譲れないものは譲れないと、確固たる生き方をしているでしょうか。私たちはレカブ人がカ

ナンに定住しながらもその文化や習慣に流されないで生きていたように、この世にあって神の
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御言葉にしっかりと立った生き方が求められているのではないでしょうか。 

Ⅱ.ユダの民の不従順(12-17) 

次に、12～17 節をご覧ください。「12 すると、エレミヤに次のような【主】のことばがあっ

た。13 「イスラエルの神、万軍の【主】はこう言う。行って、ユダの人とエルサレムの住民に言

え。『あなたがたは訓戒を受け入れて、わたしのことばに聞き従おうとしないのか──【主】の

ことば──。14 レカブの子ヨナダブが、酒を飲むなと子らに命じた命令は守られた。彼らは

先祖の命令に聞き従ったので、今日まで飲んでいない。ところが、わたしがあなたがたにたび

たび語っても、あなたがたはわたしに聞き従わなかった。15 わたしはあなたがたに、わたし

のしもべであるすべての預言者たちを早くからたびたび遣わして、さあ、それぞれ悪の道か

ら立ち返り、行いを改めよ、ほかの神々を慕ってそれに仕えてはならない、わたしがあなたが

たと先祖たちに与えた土地に住め、と言った。それなのに、あなたがたは耳を傾けず、わたし

に聞かなかった。16 実に、レカブの子ヨナダブの子らは、先祖が命じた命令を守ってきたが、

この民はわたしに聞かなかった。17 それゆえ──イスラエルの神、万軍の神、【主】はこう言

われる──見よ。わたしはユダと、エルサレムの全住民に、わたしが彼らについて語ったすべ

てのわざわいを下す。わたしが彼らに語ったのに、彼らは聞かず、わたしが彼らに呼びかけた

のに、彼らは答えなかったからだ。』」」 

主はなぜエレミヤに、レカブ人にぶどう酒を飲ませよとの命令を与えたのでしょうか。主は

ここでその理由を説明されます。それはユダの民の不従順さを責めるためです。レカブ人た

ちは、先祖の命令を守りぶどう酒を飲まなかったのに対して、ユダの民は、預言者が語り続け

た神の言葉に聞き従わず、自分勝手な道を歩んできました。人は信頼する相手のことばに耳

を傾けるものですが、ユダの民にはそのような態度が見られませんでした。15 節には、「ほか

の神々を慕ってそれに仕えてはならない」とありますが、これは十戒の第一戒の戒めを破るこ

とでした(出エジプト 20:3)。それゆえ、イスラエルの神万軍の主は、ユダとエルサレムの住民

に、「すべてのわざわいを下す」と言われたのです。具体的には、バビロン捕囚という出来事
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です。エルサレムはバビロンによって滅ぼされ、その住民はバビロンに捕え移されることにな

ります。 

しかし、ここで注意しなければならないことがあります。それは、ここでレカブ人たちが称賛

されているのは彼らの信仰ではなく、彼らが家を建てないで荒野に住んだことや、ぶどう畑

を所有しなかったことではなく、あくまでも先祖レカブの命令にどこまでも忠実であったとい

う点です。というのは、モーセの律法では逆にそのようにするようにと命じているからです。

もし彼らがイスラエル人であるなら、彼らは家を建て、ぶどう畑を所有し、定住生活をしなけ

ればなりませんでした。しかし、彼らは異邦人であったためその必要がなかっただけのです。

ですから、彼らが称賛されたのはそういう点ではなく、あくまでも先祖の命令にどこまでも忠

実であった、誠実であったという点においてなのです。この点を見落としてはなりません。 

Ⅲ．レカブ人たちへの祝福(18-19) 

一方、レカブ人たちには祝福が宣言されます。18～19 節をご覧ください。「18 エレミヤは

レカブ人の家の者に言った。「イスラエルの神、万軍の【主】はこう言われる。『あなたがたは、先

祖ヨナダブの命令に聞き従い、そのすべての命令を守り、すべて彼があなたがたに命じたとお

りに行った。19 それゆえ──イスラエルの神、万軍の【主】はこう言われる──レカブの子ヨ

ナダブには、わたしの前に立つ人がいつまでも絶えることはない。』」」 

レカブ人たちへの祝福は、「レカブの子ヨナダブには、わたしの前に立つ人がいつまでも絶

えることはない」ということです。どういうことでしょうか。「わたしの前に立つ人」というのは、

祭司職を意味する表現ですが、先程も申し上げたように、彼らは異邦人で先祖を信仰していた

ので、「神殿に仕える人」という意味ではなさそうです。この「神の前に立つ人」とは、永遠に途

絶えることがないという意味です。つまり、今日でもこの地上のどこかにレカブ人の子孫が生

存していることになります。ただイザヤ書 66 章 18～21 節には、千年王国においてはイスラ

エル人だけでなく、異邦人の祭司も立てられると預言されているので、もしかするとその中に

レカブ人も含まれるということを示しているのかもしれません。いずれにせよ、レカブ人は先
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祖の命令に聞き従い、そのすべての命令を忠実に守り、彼が命じたとおりに行ったので、神か

ら祝福されたのです。 

これはレカブ人だけではありません。私たちにも求められていることです。異邦人のレカブ

人がその先祖の命令に対してそこまで忠実に守り続けてきたのならば、神に選ばれてクリスチ

ャンとされた私たちは、神に対してもっと忠実でなければなりません。彼らのように譲れない

ところは譲れないと、天地創造の神への信仰をしっかり持ち、その信仰の現れとして、日々神

の言葉に従って生きるという誠実さが求められているのです。 

皆さんは、NHK の朝の連続テレビ小説の「とと姉ちゃん」をご存知でしょうか。これは、戦後

すぐに創刊され、日本中の多くの家庭で読まれた生活総合雑誌「あなたの暮らし」の創刊した

大橋 鎭子（しずこ）をモデル化した小説ですが、主人公の常子の家には父竹三が決めた3つの

家訓がありました。それは、一つ。朝食は家族皆でとること。一つ。月に一度、家族皆でお出掛

けすること。一つ。自分の服は自分でたたむこと。父竹三は娘とたちが幼いうちに病気で亡く

なりますが、この家訓は生きていて、この家族はこの家訓に従って生きていくのです。 

 昔は、多くの家にこのような家訓のようなものがあり、それに疑問をはさむことは許されま

せんでした。それに対する反動なのでしょうか。今の時代は、価値観が多様化し、善悪の基準も

不明確になっています。しかし、どこかで、「譲れないものは譲れない。これは守らなければな

らない」という不動の軸になるものが必要なのではないでしょうか。神の民にとってそれは神

の言葉である聖書です。私たちは自分たちの譲れない生き方として、天地創造の神への信仰

をしっかり持ち、その信仰の現れとしての祈りと御言葉の時を持ち、それに聞き従うというそ

うした生き方を貫いていきたいと思うのです。置かれた状況によって意見が変わる人など、信

頼されることはありません。忠実さこそ信頼の鍵なのです。 


